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【能登半島地震】 

1 月 1 日に発生した能登半島地震で被災された方に心よりお見舞い申し上げます。 

うららかのある南魚沼市でも震度５強を観測しました。施設周囲を点検した結果スプリンクラーの貯水槽

に異常が見つかりましたが、お休み中にもかかわらず弘南防災様より修繕していただきまた。また、皆様の

ご理解のおかげで 2 日よりデイサービスも通常通りの営業となりました。大変感謝しております。 

日がたつにつれて被害の全容が明らかになり、心が痛むばかりです。私事にはなりますが、石川県金沢市

に長男が相撲留学しています。お正月で帰省中だった長男は自宅で地震速報のテレビの切迫した報道を見な

がら後輩に電話で「にげろ！にげろ！」と必死でした。幸い部員や先生方は全員無事だったと、次の日に確

認できました。後から珠洲市や穴水町、七尾市などに帰省していた部員たちは数日避難生活をしていたと聞

きました。また、上の写真の通り大会等で使用されている石川県立武道館屋内相撲場の吊り屋根が落下した

そうです。復旧のめどはまだ立たないようですが、自分の身近なところが大変なことになっている事に、シ

ョックは大きいです。 

私は、中越地震の際は六日町におりました。当時、特養で勤めていましたが、被災後自衛隊の物々しい車

に乗せられて、川口からお年寄りが数人搬送されてきたことを覚えております。部屋に入りきらない方を廊

下にパーテーションをおいてお世話をしました。私たちも不安でしたが、年を取ってから馴染みのない土地

に移送されて生活するしかなかったあの人たちは、さぞかし不安だったことだろうと思います。そんな中秋

田県から災害派遣で介護士の方が数名お手伝いに来てくださいました。ものすごくうれ 

しかった記憶があります。日々いろいろな事がありますし、ＡＩなど文明は日々発達し 

ていますが、やはり人は人に救われるのだと痛感しております。 

月並みになってしまいますが、私たちのいつもの生活は当たり前ではない事を思い 

知らされます。何かの縁でつながった出会いを大切に、感謝をもって過ごしたいです。 

人と接することを生業とする私たちならなおさら、一期一会を大切に自分たちには何 

ができるのか常に考えご利用者様に寄り添える介護を展開していきたいと思います。 

      

                              うららか 大平 


